
【主催】国立大学法人愛媛大学
【共催】関東学院大学地域創生実践研究所･一般社団法人国立大学協会

※シンポジウム終了後、学内で講師と※シンポジウム終了後、学内で講師と
参加者の意見交換会を開催します参加者の意見交換会を開催します

　（事前申込制・参加費1,000円）　（事前申込制・参加費1,000円）

※会場内に駐車場はございませんので、※会場内に駐車場はございませんので、
お近くの駐車場もしくは公共交通機関お近くの駐車場もしくは公共交通機関
をご利用ください。をご利用ください。

  2025年2025年

1月27日1月27日 月

【 パ ネ リ ス ト 】　牧瀬稔 氏　小田理恵子 氏　田中浩介氏　赤塚昌弘 氏
      今西晋 氏（愛媛新聞社編集局報道部 副部長）

【コメンテーター】　松村暢彦（愛媛大学社会共創学部長･地域レジリエンス学環 教授）
【コーディネーター】大久保武（愛媛大学大学院地域レジリエンス学環 准教授）

シンポジウムが投げかける問い

第３回愛媛大学大学院地域レジリエンス学環シンポジウム

水
  2025年2025年

1月29日1月29日

※会場定員２００名※会場定員２００名
※オンライン同時配信※オンライン同時配信
※意見交換会は有料※意見交換会は有料

13:00〜17:1513:00〜17:15

基調講演①

「縮充型地域社会」「縮充型地域社会」
四国・愛媛から発信する四国・愛媛から発信する

持続可能な発展を見据えた
　地域社会の分岐点はどこに存在するのだろうか

以下のURLまたは右のQRコードからお申込みください！お申込み

2050年までに人口が増加する自治体が一つも存在しない四国において
私たちが目指すべきあり方は、たとえ人口が減少したとしてもいきいきと輝き続ける
「縮充型地域社会」の先進地域である
今、私たちは未来に向けてどのように行動しなければならないのだろうか

牧瀬 稔 氏
関東学院大学法学部地域創生学科 教授
関東学院大学地域創生実践研究所長

【講演テーマ】
　地域創生を実現するための

　競争から共創への視点

の実現に向けての実現に向けて

人口減少社会でも
　いきいき と輝く地域社会の条件とは

基調講演②
小田 理恵子 氏
一般社団法人官民共創未来コンソーシアム 代表理事
愛媛県・市町ＤＸ推進会議 戦略顧問

【講演テーマ】
　なぜ若者は地方から出ていくのか
　～ダイバーシティと新しい働き方で創る

　魅力ある地域社会～

【会場】愛媛大学南加記念ホール（愛媛大学城北キャンパス内）【会場】愛媛大学南加記念ホール（愛媛大学城北キャンパス内）

実践事例報告①

田中 浩介 氏
愛媛県松前町長

【報告テーマ】
　地方と人口減少

https://forms.office.com/r/5nkRG28HFa

お申込み〆切

パネルディスカッション
【テーマ】　四国・愛媛から発信する「縮充型地域社会」の実現に向けた戦略

今西 晋 氏

実践事例報告②

赤塚 昌弘 氏
株式会社伊予銀行地域創生部長

【報告テーマ】
　大洲市の歴史的建造物を活用した　

 官民共創による町並み再生

※意見交換会の参加は
1/2４（金）15時締切

参加無料参加無料



13:00 開会挨拶
愛媛大学長　仁科 弘重

プログラム 講師紹介

牧瀬 稔 氏

関東学院大学法学部地域創生学科 教授 
関東学院大学地域創生実践研究所長

法政大学大学院人間社会研究科博士課程修了。民間シンクタンク、横須
賀市役所、（公財）日本都市センター研究室、（一財）地域開発研究所
を経て、関東学院大学法学部地域創生学科教授。関東学院大学社会連携
センター長、社会構想大学院大学コミュニケーションデザイン研究科特
任教授等を兼ねる。多くの自治体や民間企業のアドバイザーとして携わ
っている。専門は、自治体政策学、地域創生。

人口減少社会でも
　いきいき と輝く地域社会の条件とは

四国・愛媛から発信する四国・愛媛から発信する

「縮充型地域社会」「縮充型地域社会」の実現に向けての実現に向けて

13:10 地域レジリエンス学環の紹介
愛媛大学大学院地域レジリエンス学環 副学環長

　  森脇 亮 

『高齢化が進む地域と若返る地域の分岐点』

13:25 イントロダクション

 大久保 武

13:40 基調講演①
『地域創生を実現するための競争から共創への視点』

 牧瀬 稔 氏

14:20 基調講演②
『なぜ若者は地方から出ていくのか～ダイバーシティ
　　　　と新しい働き方で創る魅力ある地域社会～』

 小田 理恵子 氏

15:25 実践事例報告②
『大洲市の歴史的建造物を
　　　　活用した官民共創による町並み再生』

 赤塚 昌弘 氏

15:55 パネルディスカッション
『四国・愛媛から発信する
　       　「縮充型地域社会」の実現に向けた戦略』

【パネリスト】
　　牧瀬 稔 氏　　　小田 理恵子 氏　　田中 浩介 氏
　　赤塚 昌弘 氏　　今西 晋 氏　
【コメンテーター】　【コーディネーター】
　　松村 暢彦　　　　　　 大久保 武

17:10 閉会挨拶
愛媛大学大学院地域レジリエンス学環長

　  宇野 英満

17:30 講師と参加者の意見交換会（学内）
事前申込者のみ
参加費1,000円

小田 理恵子 氏

一般社団法人官民共創未来コンソーシアム 代表理事
愛媛県・市町ＤＸ推進会議 戦略顧問

今西 晋 氏
愛媛新聞社編集局報道部 副部長

松村 暢彦

愛媛大学社会共創学部長
愛媛大学大学院地域レジリエンス学環 教授

大久保 武
愛媛大学大学院地域レジリエンス学環 准教授

大手SI企業にてシステム戦略、業務プロセス改革に従事。自治体の行政
改革プロジェクトを契機に、地方自治体の抱える根深い課題を知ったこ
とをきっかけに地方議員となることを決意し、2011年より川崎市議会議
員を2期8年務める。現在は官と民両方の人材育成や事業開発（政策実
現）の伴走支援・アドバイザーとして活躍。
株式会社PUBLICA 代表取締役 愛媛県･市町DX推進戦略顧問

赤塚 昌弘 氏
株式会社伊予銀行地域創生部長

西予市三瓶町出身。1994年に関西大学法学部卒業後、伊予銀行に入行。
県内外の営業店勤務を経て、野村支店長、広報CSR室長を務めた後、
2023年8月に地域創生部長（兼公務室長、兼一次産業事業化推進室長）
に就任。2018年の西日本豪雨において被害を受けた野村町において支店
長として復興・復旧活動に取り組む。以降、金融機関として持続可能な
地域づくりというテーマに取り組んでいる。

田中 浩介 氏
松前町長

広島大学法学部法学科卒業。2008年に松前町役場へ入庁。在任中には愛
媛県企画振興部地域政策課への派遣を経験され、愛媛の活性化、移住定
住支援にも尽力。38歳で企画政策担当係長となり、企画立案、計画策定
に携わった後、2023年3月に松前町役場を退職。2023年12月に松前町
長就任。

1999年入社。報道部、生活文化部、整理部、宇和島支社、東予支局（西
条市）、八幡浜支社に勤務。社歴の半分近い12年を出先で生活した。　
デジタル報道部時代に人口減少が進む地域を取材し「縮む地域で」（全
16回）を連載。課題を探るだけでなく、解決のヒントにつながるような
展開を模索していたが、昨年春の異動で紙の報道部へ。現在は主に防災
や戦後80年企画などを担当している。

大阪大学工学部、同大大学院工学研究科、愛媛大学工学部環境建設工学
科教授を経て同大社会共創学部環境デザイン学科教授に着任。地域デザ
イン論や住民参加と合意形成を中心に実践的な教育とフィールド実習を
担当し、地域活性化プロジェクトや豪雨被災地の復興支援など地域社会
との連携にも積極的に携わる。2024年4月に社会共創学部長に就任。

2001年に西条市役所へ入庁し、地方創生関連業務や内政主要業務に従
事。特に公民連携や地域課題解決に尽力し実績を積む。2014年には松山
大学大学院社会学研究科博士後期課程を修了。2024年2月より愛媛大学
大学院地域レジリエンス学環准教授に就任し、多くの自治体や民間企業
とともに、人口減少時代における持続可能なまちづくりに取り組む。

15:00 実践事例報告①
『地方と人口減少』

 田中 浩介 氏


